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◎ 平成 11年度第 2回太平洋スルメイカ漁況予報文発表
　9月 17日北海道区水産研究所より、10月～12月を対象とした、太平洋スル
メイカ漁況予報が発表されました。予測内容は次のとおりです。

○スルメイカ漁況予測

　予測期間：1999（平成 11）年 10月～12月
　予測海域：常磐以北太平洋海域

　予測漁業：主にいか釣り漁業

　各漁場への来遊量：

　常磐・三陸海域では、1998年並みかやや上回る。
　大畑・道南海域では、1998年並みかやや上回る。
　道東海域太平洋側では、1998年並みかやや下回る。
　根室海峡では、1998年並み。
　　魚　　体：外套長 22～24cmが主体

予測の根拠　－道南・道東の漁況予測は以下の情報を基に作成されました－

　・各調査機関による一斉調査の結果、平均 C PU E＊は１９９８年を下回ったが、

　　有漁地点割合は１９９８年を上回った。

・道南における６月～８月の漁獲量は１９９８年を上回ったが、道東太平洋側

　主要港における６月～８月の漁獲量は１９９８年を下回った。

・ ８月～９月の調査による漁獲物の外套長モード＊は 20～21cmで前年並み
　であった。

＊ CPUE：自動いか釣機１台１時間当たりの漁獲尾数
＊ 外套長モード：一番多く漁獲されたスルメイカの大きさ
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●オホーツク海スルメイカ情報

太平洋スルメイカ漁況予報では、オホーツク海での漁況予測は行われており

ません。そこでオホーツク海スルメイカ情報として、８月下旬～９月上旬にかけ

て行われた調査結果を図１に示しました。調査機関は北海道区水産研究所

（探海丸）、中央水産試験場（おやしお丸）、函館水産試験場（金星丸）、釧路

水産試験場（北辰丸）です。北海道各水試の調査結果は、浮魚ニュース１２～

１４号に載っておりますので、詳細についてはそちらを参照して下さい。

オホーツク海の漁況に最も影響すると考えられる、南部千島太平洋沿岸域お

よび同海域オホーツク海側の調査結果は、北海道区水産研究所によると、分

布は択捉島付近まで確認されたものの平均ＣＰＵＥは低い水準となっています。

南部千島太平洋沿岸域の平均ＣＰＵＥは 0.1（１９９８年：0.5）、同海域オホーツ
ク海側の平均ＣＰＵＥは 0.1（１９９８年：0.01）でした。道西日本海海域の平均Ｃ
ＰＵＥは前年（9.0）を下回る6.0でした。したがって、今年のオホーツク海へのス
ルメイカ来遊量は、1998年並みの低い水準と考えられます。

図１　北海道周辺海域におけるスルメイカ調査結果（８月下旬～９月上旬）

　　　　　　　　　　　（文責：釧路水産試験場資源管理部

直通電話 0154-23-6222）
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